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<H19-am-4-A：問題> 

 

平板板測量において、アリダードによる間接法で既知点Ａから求点Ｂの高さを求めるため、平板

を既知点Ａに整置し求点Ｂに立てた目標板を視準したところ、分画読定植は＋20.0であった。また、

巻尺で点Ａ、Ｂ間の距離を測定したところ、水平距離で80.0ｍであった。 

分画読定値の最大誤差を 0.1 分画、距離測定の最大誤差を 10cm とするとき、求点Ｂの高さの最

大誤差はいくらか。最も近いものを次の中から選べ。 

ただし、既知点Ａにおける器械高と求点Ｂの目標板の高さは等しく、その他の誤差はないものと

する。 

 

 

 

１．  ８ｃｍ 

２．１０ｃｍ 
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<H19-am-4-B：問題> 

 

Ａ市(面積約100 km２)では、公共測量により、市全域について整備されている既存の縮尺 

1/2,500 の都市計画図をベクタデータ形式で数値化し、経年変化部分について数値地形図修正測量

を行うこととした。次の文は、その作業内容について述べたものである。明らかに間違っているも

のはどれか。次の中から選べ。 

 

 

１． ３年前に完成した海岸部の大規模な埋立地の修正に、前年度に公共測量により県が撮影した撮

影縮尺1/12,500の空中写真を用いた。 

２． 新たに建設された公共施設について、アリダードと平板を用いて測定描画した後、数値化して

修正データを取得した。 

３． 新たに建設された工業団地の地物について、オンライン方式によるトータルステーションを用

いた地形測量により、現地においてデータの取得及び編集作業を行った｡ 

４． 新たに建設された道路について、公共測量により整備された縮尺1/500の道路台帳図を数値化

して修正データを取得した。 

５． 大規模な宅地造成が行われた地域の地形・地物について、公共測量により作成された地図情報

レベル5000の数値地形図のデータを用いて修正データを取得した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

平成 19 年度 測量士試験 問題 午前「地形測量」 

http://www.kinomise.com/sokuryo 測量士・測量士補 試験対策 WEB © Matsubara P.O 

<H19-am-4-C：問題> 

 

図４－１に示す図郭の四隅の点 Ａ～Ｄの座標値単位（ｍ）を持つ既成図をスキャナにより数値

化し、コンピュータソフトウェアを用いて、ディスプレイ上で図郭の四隅の点を計測したところ、

図４－２に模式的に示すとおりの座標値を得た。 

この数値化された既成図を、式４－１の変換式を使って補正し、数値地形図との位置合せを行い

たい。変換式の係数ａ，ｂ，ｃ，ｄを最小二乗法により求めるための観測方程式が式４－２である｡

この式の  ア  ～  エ  に当てはまる数値の組合せで正しいものはどれか。次の中から選べ。 

 

ただし、座標の原点は図４－１においては左下隅の点Ｃにあり、図４－２においては破線で示し

たスキャニング範囲の左下隅の０にあるとする。また、 Ｘ，Ｙは既成図の座標値、ｘ，ｙはディス

プレイ上の座標値とし、観測方程式の ＶＡＸ，ＶＢＸ，ＶＣＸ，ＶＤＸ，は各隅の点のＸ座標の残差を、

ＶＡＹ，ＶＢＹ，ＶＣＹ，ＶＤＹは各隅の点のＹ座標の残差を示すものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※次ページに続く 

・・・式４－１ 
dyx

cyx
＋ａ＋＝－ｂＹ

＋ｂ＋ａ＝Ｘ

    
     

Ａ(8605，6490） 

Ｄ(8480，510） 

Ｂ(605，6640） 

Ｃ(500，650） 

図４－１ 

→ Ｘ 

 
Ｙ 
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Ｂ( 0 ，1500） 

Ｃ( 0 ，0） 

Ａ(2000，1500） 

Ｄ(2000，0） 

→ Ｘ 

 

Ｙ 
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Ｏ( 0，0） 

図４－２ 
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 ア イ ウ エ 

1． 605 500 -8480 -1500

2． -605 500 8480 1500

3． 605 -500 -8480 -1500

4． -605 500 8480 -1500

5． 605 -500 -8480 1500
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<H19-am-4-D：問題> 

 

次の文は、リアルタイムキネマティック GPS（以下 ｢RTK-GPS｣ という｡）による地形測量につい

て述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中から選べ。 

 

１． RTK-GPSによる地形測量では、基線解析がリアルタイムで行えるため、現地において基準点（固

定点）と地形・地物などの測定点(移動点)の相対位置を算出することができる。 

２． RTK-GPS による地形測量は、トータルステーションを用いた測量方式と併用して実施すること

はできない。 

３． RTK-GPS による地形測量では、地性線を測定し、その結果をもとにデータ処理システムにより

等高線の描画を行うことができる。 

４． RTK-GPS による地形測量では、測定した地形・地物の位置を現地において携帯型パーソナルコ

ンピュータ上で編集・点検することができる。 

５． RTK-GPS による地形測量では、編集時及び編集した図形の点検時に必要な測定位置確認資料を

作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 


